
視診、聴診、打診、触診、問診など様々な方法を用いて、患者さんの全身を観察する

大切さを学びました。小さな変化を見過ごさず、適切な報告ができるようにしていきたいです。

受講生の声

グループ毎に発表

教育委員が丹(まごころ)を込めて研修を企画運営
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